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研究拠点形成費 
平成 14年度 182,000千円 
平成 15年度 135,000千円 
平成 16年度 108,300千円 

 
 
学内関連部局 
文学研究科（行動文化学専攻 心理学専修） 
教育学研究科（教育科学専攻 教育認知心理学講座、教育方法学講座／ 
臨床教育学専攻 心理臨床学講座、臨床教育学講座） 
人間・環境学研究科（共生人間学専攻 社会行動論講座、認知科学講座、 
行動制御学講座） 

＊高等教育教授システム開発センター（高等教育教授システム研究開発部門） 
情報学研究科（知能情報学専攻 生態認知情報学講座） 
＊生物科学研究科（霊長類学専攻 思考言語分野） 
 
注）＊ は協力部局である 
 

 
 
研究組織 
研究課題Ａチーム 「イメージと表象の性質と機能」 
研究課題Ｂチーム 「身体化される心」 
研究課題Ｃチーム 「文化・社会的環境との相互作用」 
研究課題Ｄチーム 「進化と生涯発達」 

 



構成メンバー（*は研究協力者、それ以外は事業推進担当者） 
 
氏名 専攻 専門 チーム 
藤田 和生 文学研究科（行動文化学専攻）教授 比較認知科学 D, A, 拠点リーダー 

苧阪 直行 文学研究科（行動文化学専攻）教授 知覚心理学 A(チームリーダー) 

櫻井 芳雄 文学研究科（行動文化学専攻）教授 認知神経科学 A 

楠見 孝 教育学研究科（教育科学専攻）助教授 認知心理学 A, B 

齊藤 智 教育学研究科（教育科学専攻）助教授 認知心理学 A(チームサブリーダー) 

*岡田 康伸 教育学研究科（臨床教育学専攻）教授 心理臨床学 A 

*皆藤 章 教育学研究科（臨床教育学専攻）助教授 臨床教育学 A 

河合 俊雄 教育学研究科（臨床教育学専攻）教授 心理臨床学 A, B 

*石原 宏 教育学研究科（臨床教育学専攻）助手 心理臨床学 A 

*藤原 勝紀 教育学研究科（臨床教育実践研究センター）教授 臨床心理実践学 A 

*大山 泰宏 高等教育教授システム開発センター助教授 臨床教育学 A(チームサブリーダー) 

船橋 新太郎 人間・環境学研究科（共生人間学専攻）教授 認知神経科学 A, B 

*山本 洋紀 人間・環境学研究科（共生人間学専攻）助手 視覚心理学 A 

*久代 恵介 1) 人間・環境学研究科（共生人間学専攻）助手 認知神経科学 A 

齋木 潤 情報学研究科（知能情報学専攻）助教授 認知科学 A 

伊藤 良子 教育学研究科（臨床教育学専攻）教授 臨床心理実践学 B(チームリーダー) 

蘆田 宏 文学研究科（行動文化学専攻）助教授 認知心理学 B(チームサブリーダー) 

吉川 左紀子 教育学研究科（教育科学専攻）教授 認知心理学 C(チームサブリーダー) , B 

山中 康裕 教育学研究科（臨床教育学専攻）教授 心理臨床学 B 

*角野 善宏 1) 教育学研究科（臨床教育学専攻）助教授 臨床心理実践学 B 

*黒川 嘉子 教育学研究科（臨床教育実践研究センター）助手 臨床心理実践学 B 

松村 道一 人間・環境学研究科（共生人間学専攻）教授 認知神経科学 B(チームサブリーダー) 

内藤 栄一 総合人間学部（共生人間学専攻）助手 神経科学 B 

東山 紘久 教育学研究科（臨床教育学専攻）教授 臨床心理学 C 

杉万 俊夫 人間・環境学研究科（共生人間学専攻）教授 社会心理学 C(チームリーダー) 

桑原 知子 教育学研究科（臨床教育学専攻）助教授 心理臨床学 C(チームサブリーダー) , B 

渡部 幹 総合人間学部（共生人間学専攻）助手 社会心理学 C 

山田 洋子 教育学研究科（教育科学専攻）教授 生涯発達心理学 D(チームリーダー), C 

板倉 昭二 文学研究科（行動文化学専攻）助教授 発達認知科学 D(チームサブリーダー), B 

子安 増生 教育学研究科（教育科学専攻）教授 発達心理学 D 

*遠藤 利彦 教育学研究科（教育科学専攻）助教授 生涯発達心理学 D 

*溝上 慎一 高等教育教授システム開発センター 助教授 青年心理学 D 

*松沢 哲郎 霊長類研究所（思考言語分野）教授 比較認知科学 D, C 

*友永 雅己 霊長類研究所（思考言語分野）助教授 比較認知科学 D, A 

*田中 正之 霊長類研究所（思考言語分野）助手 比較認知科学 D(チームサブリーダー), A 

 
1)  角野 善宏、久代 恵介 10月 1日から研究協力者 
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